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   Clinical effects of oxybutynin hydrochloride on lower urinary tract function at a dosage of 2 mg 
given orally three times daily (6 mg/day), were studied on 10 patients with neurogenic bladder by 
cystometry and measurement of residual urine. There was a significant increase, of about 34% in 
FDV, but no significant changes in MBV, or maximum voiding pressure of residual urine after admin-
istration. Urinary frequency, incontinence and urgency in subjective symptoms were decreased in 
patients given this drug. The effective rate (excellent and good) was 50% in global evaluation. 
Side effects were observed in 4 out of 10 patients; 3 had dry month and 1 had diarrhea. There were 
no serious side effects. These findings suggested that oxybutynin hydrochloride may be a useful 
drug for neurogenic bladder.
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は じ め に
塩酸オキシブチニン(oxybutyninhydrochloride)
は膀胱平滑筋に対 して直接的な弛緩作用を有 す ると









































診 断 名 反射性神経因性膀胱3例
運動麻痺型神経因性膀胱1例
脳 疾 患


































た時点で実施し初発 尿意量,最 大膀胱容量,最 高 内
圧,そ して残尿量を求めた.自覚症状としては頻尿,








の推移を基に著効,有 効,やや有効,無 効,悪 化の5
段階で,総合効果は自覚症状全体の推移及び下部尿路
機能検査の成績を総合的に把握して,同様に著効,有
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Table2.下部 尿路 機能 検 査 成 績(1)
症 性
例 診 断 名 投与期間 排尿状態
N。.年齢
初発尿意量(me)最大膀胱容量(me)最高内圧(cmH20)残 尿 量(m2)
投与前 投与後 投与前 投与後 投与前 投与後 投与前 投与後
1男 ・20運 動 麻 痺 型88日
2女 ・34無 抑 制97日
3男 。38無 抑 制52日
4女 ・20無 抑 制108日
5男 ・43反 射 型43日
6女 。59無 抑 制50日
7男 ・54反 射 型32日
8男 ・73無 抑 制20日
9男 ・54反 射 型24日
























































































発 現 件 数4件
口 渇3件
下 痢i件
与 後72.7±6.1cmH20とほ とん ど変 化 は 見 られ な か
つた.
残 尿 量 測 定 は8例 に お い て 実 施 され た.そ の結 果 投
与 前 の平 均56.4±27・8mlから投 与 後79・0±28・9m1
に 増 加 したが,有 意 差 は認 め なか った ・個 々の症 例 に
お け る変 化 は増 加 した も の3例,ほ とん ど変 化 の なか
った もの2例,減 少 した もの3例 で あ った ・









が認め られたが,い ずれも1例がやや有効 と判定され
た.
3)総 合効果









内訳は 口渇 が3件,下 痢が1件 で 口渇を認めた3例
は,いずれも軽度で特に処置を要することな く投薬を
910 泌尿紀要32巻6号1986年
























剤を1日 量15mg投 与し,無 抑制収縮の振幅と頻度
を減少させ,最大膀胱容量を増加させることを報告し




























症例が9例 中7例 であったとの報告 と類似した成績で
ある.
総合結果については有効以上の有効率50.0%(10例
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